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四国職業能力開発大学校
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■専門課程  生産機械技術科
■応用課程  生産機械システム技術科

［ 機 械 系 ］
■専門課程  電気エネルギー制御科
■応用課程  生産電気システム技術科

［ 電 気 電 子 系 ］
■専門課程  電子情報技術科
■応用課程  生産電子情報システム技術科

［ 電 子 情 報 系 ］
■専門課程  住居環境科
［ 居 住 系 ］



　ものづくりの喜びは、人の行動をそして人の心を感動させること、ものづ

くりを通じて笑顔の共感を広げること、いきいきとした社会づくりに貢献する

こと。そのために地域社会の信頼を得ること、そして言葉だけじゃない行動

と実力こそが説得力となる。揺るぎない基礎固めをした実力を身につけ、や

がては近未来への提案の出来る人材へ、ここから始まる未来志向。
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　社会情勢が大きく変わりつつある現在、日本の製造業

は、変化への対応が遅れているとの指摘もあります。しかし、

自然環境との調和を保ちつつ、安全で豊かな社会を発展さ

せ、先進国であり続けるためには、日本の選択肢は技術立

国の他にありません。今こそ、過去の栄光を象徴する「もの

づくり」から、新時代を開拓する「ものづくり」への転換が必

要で、その主役となる型破りな技術者が待望されます。

基礎としての型を身につけ、その特色を見極め、新たな型

を生み出してゆくのが「型破り」です。そうでない思いつきの

工夫は「形無し」と言われます。技術者としての型を身に着け

れば、第一に自信になります。第二に社会で一目置かれま

す。そして何より、第三に「型破り」を試みることが許されます。

　四国職業能力開発大学校（通称 四国ポリテクカレッジ）

は、厚生労働省が所管し、全国に１０校設置された高等教

育機関のひとつです。いわゆる大学の工学部や工科大学

との違いは、工学的な知識の学習だけでなく、実技に多くの

時間を割くカリキュラムにあります。

　全国の職業能力開発大学校は、経験豊富な教員による

工夫を凝らした少人数指導を特長としています。技術革新

に対応できる設備も充実しており、実践的で高度な技能と

技術を習得できます。アイデアを形にして機能させる達成感

を体験するプロセスを通して、自主的に展開する思考力が

養われます。さらに、プロジェクト課題にグループで取り組む

ことにより、チームワークやコミュニケーションの能力が高ま

ります。また、学生生活のサポートも充実しています。

　当校は、長年にわたって多くの優れた技術者を産業界に

送り出してきました。加えて、在職者に対するセミナーや施設

利用の提供、共同・受託研究を通じて、地域の産業界とも

密接な連携を継続しています。そして、製造業を中心とする

企業からも高い評価を受け、修了生はほぼ100％の就職率

を達成しています。

　ハイテク社会に新風を巻き起こす「型破りな技術者」を志

す皆さん！　その第一歩として、「型」を身につけるために当

校のプログラムに奮ってチャレンジしてください。

校 長　 梶 島 岳 夫
　　　  大阪大学名誉教授
　　　  工学博士
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進学（※）

※応用課程への進学は、入校試験があります。
※建築施工システム技術科は他の職業能力開発大学校（九州・近畿等）への進学になります。
※電気電子系と電子情報系に限り、応用課程に進学する場合は系を跨いだ選択が可能となります。

　「専門課程」は、高校卒業者等を対象に、
基礎的な技能・技術から専門分野に必要な
高度な技能・技術までを体系的に習得する
2年間の課程です。

　「応用課程」は、専門課程修了者、または同
等の技能と知識を有する方などを対象に、高
度な技能・技術や企画・開発力などを習得する
2年間の課程です。

未来をカタチにする
教育システム

ステッ
プアッ

プ!

更にス
テップ

アップ
!!4月～5月

実践技能者
基礎実習

就　職
大学院進学

1年次 2年次 3年次 4年次

就　職
専門課程修了後の
就職も可能です。

専門課程 1・2年次

生産機械技術科
P19

生産機械システム技術科
P20

電気エネルギー制御科
P23

生産電気システム技術科
P24

住居環境科
P31 建築施工システム技術科

電子情報技術科
P27

生産電子情報システム技術科
P28

応用課程 ３・4年次

機械系
P17

電気電子系
P21

住居系
P29

電子情報系
P25

入校
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　ものづくり系の入校制度は、入校後に専攻科を決めることができる制度です。

　専攻科は、住居環境科を除く生産機械技術科、電気エネルギー制御科、電子情報技術科の３科となります。科の特徴を

理解したうえで、専攻科を選択したいと希望する受験生が対象となります。受験は、一般入試Ａ日程及びＢ日程です。

　入校後の「実践技能者基礎実習」受講中に教員との定期的な面談等のアドバイスにより、あなた自身の適性を見定めた

うえで専攻科を決定できるメリットがあります。

　原則として、本人の希望を優先し、入校後５月中に科を決定します。ただし、希望者が集中した場合は、適性（実践技能者

基礎実習の成績を含む）、面談等をもって総合的に決定することになります。

　高校は普通科でしたので、専門的な知識がなく、どの分野を選択すればよいかわかりません
でした。ものづくり系を選んだのは、やりたいことを見つけるため。実践技能基礎実習で一番興
味を持ったのが電子情報系でした。これからの時代ＩＴが重要になることを踏まえ、就職後も役
に立つと思いました。現在は回路の組み立てやプログラミングの基礎を学んでいます。高校ま
でと違い、実践的な授業が多く、全てが新しいことなので新鮮な気持ちで学べています。普通
科から入学しても、先生が基礎から丁寧に教えてくれるので安心してください。

ものづくりに興味のあるキミに

ものづくり系の入校制度

6月5月4月

生産機械技術科

電気エネルギー制御科

電子情報技術科

生産機械技術科

電気エネルギー制御科

電子情報技術科

住居環境科

で
系
り
く
づ
の
も

校
入

定
決
の
科

［実践技能者基礎実習］※本実習については、p33をご覧ください。

ものづくり系で入校した学生へインタビュー

岡本 晃

愛媛県立新居浜西高等学校 普通科 出身
ものづくり系 ⇒ 電子情報技術科

校
入
で
科
攻
専

ものづくり系学生に対し…
　科の特徴を理解した上で専攻科の選択が可能

　入校後１か月で工科系に必要な基礎を学ぶものです。機械分野、電気分野、電子情
報分野、居住分野における基礎的な知識をグループ制で習得するカリキュラムです。
※入校生全員が受講します。

実習
グループ

実習終了後ものづくり系

生産機械技術科 電気エネルギー制御科

住居環境科 電子情報技術科
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生産系応用課程に生産ロボットシステムコースを設置。
第4次産業革命（※）に対応できる実践技術者を目指す。

　生産ロボットの産業界の動向を調査するため、愛媛県東温市を所在地とする株式会社ヒカリ
（愛媛県東温市南野田418-4TEL089-960-5511）へ、本校生産電子情報システム技術科
2年生永田康高君（株式会社ヒカリ内定、愛媛県出身）が訪問しました。
　株式会社ヒカリは、FA事業、加工事業、商社事業の三事業で顧客から厚い信頼を受けてお
ります。とくにFA事業部は、合理化・省力化の自動機械の設計・製造・販売・メンテナンスを一貫
体制で行っており、産業用ロボット分野の根幹を成すものです。

　当社は、個別受注生産のため、お客様からの課題は、常に未知との出会いとなり、課題解決の経験値を上げることと自
己啓発が必須です。それにより、技量が向上して仕事への興味を深め、得意分野に気づくという出会いもあります。そのた
め当社では、「好きなことで仕事ができる環境づくり」の環境整備に力を注いでおります。
　四国職業能力開発大学校に新設する生産ロボットシステムコースの特長であるコンテンツやカリキュラムが求めるゴー
ルからアプローチする人材育成方法は、これからの技術者教育に必要となります。学生自ら「成功経験を重ねること、自分
の好きなことと得意なことをいち早く発見すること。」に精進し、社会で活躍する人材となることを期待します。

　第4次産業革命は、これまでの企業サービスに多様化、スピード化を求め、あり方そのものが変化する時代へと突入して
います。とくに産業用ロボットは、ますますその変化への適応が速くなると考えています。当社で重要視することは、営業、設
計、制御、組立、メンテナンスそれぞれが独立するのではなく、一つのチームとして機能するかどうかです。仕事に対するメン
バー同士の共感力すなわち、チームワークの繋がりが重要となります。チームワークを形成するためには、チームとして行動
した結果に基づき議論を重ねていくことです。
　生産ロボットシステムコースのスタイルとして、学生同士のチームワークでさまざまな課題を克服することは、学生自身の
共感力を高めていくことであり、とても意義のあることです。是非、チームワーク力で課題に挑戦し、ロボット技術者としての
礎となることを期待しております。

株式会社ヒカリ取締役
製造本部長研究開発室長
宮城 貞二 様

■「四国職業能力開発大学校」への期待

■第4次産業革命時代にも、チームワークが重要

■「生産ロボットシステムコース」への期待

企業の声　新設「生産ロボットシステムコース」

生産ロボットシステムコース

新分野技術で時代が変わる!
四国能開大も変わる!

　技術者として成長するためには、挑戦する機会と成功体験を積むことが重要です。生産ロボットシステムコースでは、産
業界の現場に即した実習によりロボット技術の歴史から最新技術に至るまで学ぶことで、産業界で必要とされるロボット
技術者が育成されると確信しています。
　これからの時代、生産現場では、技術力のバリエーションかつ、難易度も求められ、技術者個々の能力で対応することが
難しくなってきています。だからこそ、四国職業能力開発大学校「生産ロボットシステムコース」には、若い技術者育成の成
果を期待しています。

S H I K O K U  P o l y t e c h n i c  c o l l e g e  2 0 2 405

　ロボット技術に興味があり、専門課程２年
の時、若年者ものづくり競技大会「ロボットソ
フト組込み」に挑戦しました。応用課程では、
「故障診断」に関するテーマで開発課題に
取り組んできました。株式会社ヒカリへの入
社志望は、ロボット技術者になることです。

永田 康高君 コメント



　今まで本校に設置されている、機械、電気、電子情報の充実した実習機材に加えて、新たに４台の産業用ロボットを搭載し
た新分野技術にも対応できる実習装置が導入されています。

どんな教材やカリキュラムが用意されているの？

　産業用ロボットを使うために必要な特別教育を実施し、ロボット工学やロボット工学実習などロボットの基礎からその利活用
方法までを、自分の専攻技術を活かして学ぶことができます。

［ 第4次産業革命とは ］
　18世紀末以降の水力発電や蒸気機関による工場の
機械化は第１次産業革命。20世紀初頭の分業に基づく
電力を用いた大量生産は第２次産業革命。1970年代初
頭からの電子工学や情報技術を用いたオートメーション
化は第３次産業革命と呼ばれています。
　第４次産業革命は、IoT、ビッグデータ、AI、ロボットな
どの技術革新により、これまでのサービスやその提供の
あり方が大きく変化し、その効率性が飛躍的に向上する
可能性があるといわれています。

memo

専門課程で、基礎からそれぞれの専攻分野を勉強しているので、
応用課程で、最新分野にチャレンジできる！

実習風景

　ロボット関連技術を活用した生産システムの構築、運用管理、保守、および改善ができる「生産技術・生産管理部門のリー
ダー」を育成することです。

　応用課程（生産機械システム技術科、生産電気システム技術科、生産電子情報システム技術科）に入校し、３年次の9月ま
でにコースを選択します。（定員：各科5名程度）

専門課程

1・2年次

生産機械
システム技術科

学科

実技

学科

実技

学科

実技

生産電気
システム技術科

生産電子情報
システム技術科

生産ロボット
システムコース

標準課題実習

生産電子情報
システムコース

生産電気
システムコース

生産機械
システムコース

3年次 4年次

応用課程

生産ロボットシステムコースの目標は?

どうすれば、生産ロボットシステムコースを専攻できるの?

電気エネルギー
制御科

生産機械
技術科

電子情報
技術科

共通 共通
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　応用課程４年次で実施される開発課題は、企業の生産
現場で悩まれている課題を主としてテーマ選考を行っており
ます。カリキュラムは、生産現場に密着した依頼や共同研究
で得られたノウハウ、技術要素を実習課題に取り入れるな
ど、生産現場での実務に即した実践的技術を習得するよう
に編成しています。その結果、「ものづくり」に関する企画・設
計・製作のプロセスから、技術・技能を応用する能力、課題
発見・分析力、計画推進力を身に付けることに主眼がおか
れています。
　企業の製品開発は、複数分野の技術者で構成されるも
のづくり現場で進められます。開発課題も同様に、３科の学
生でグループを構成し、学生自ら専攻科の専門性を発揮す
ることで課題へ挑戦するワーキンググループ学習を取り入れ
ております。
　異なる専攻科のメンバーとの共同作業により、ミーティン
グ、発表等で幅広い知識・技能および各分野との複合技術
を習得することができます。ものづくり技術者としてまた現場
のリーダーとして、チームワーク力、コミュニケーション力、プレ
ゼンテーション能力を身につけることが開発課題の狙いでも
あります。

■狭空間内ケーブル搬送ロボットシステムの開発
■6次産業化に向けた農作業省力軽労化システムの開発
■FCV（燃料電池自動車）の開発
■船舶内ケーブル搬送ロボットシステムの開発
■バドミントン練習機の開発
■パワーコンディショナ実習用教材の開発
■下肢機能が低下した高齢者対象のリハビリ機器の開発
■解析用土練り機の製作
■海洋ロボットの開発
■汎用性を目指した天体望遠鏡の制御装置の開発
■超小型モビリティの開発
■農作物加工にかかわる省力軽労化システムの開発
■IoTを用いた生産設備異常診断システムの開発
■船舶用結束バンド製造装置の開発
■部分入れ歯を対象とした歯科技工省力化装置の開発
■AGVの開発

企業とのミーティング

課題の背景・ニーズの調査

開 ｜ 発 ｜ 課 ｜ 題

企業の課題を3系（機械・電気・電子情報）の
チームワークで解決する「開発課題」

学校で力がつく! 就職してからの力をつける!
■開発課題とは

■開発課題の一覧

企　画

建造中の船舶内の配線作業は
手作業で行われている。
自動化したい!

企 業

試作一号機 試験走行の様子

船の構造に合った
パワフルな走行ロボットかな

必要な技術要素を
集めて試作機を作ろう

自分の専門の話は詳しく丁寧に、
他系の話を勉強して
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　丸亀市にある造船所では、全長400mもの大型コンテナ船が建造されています。その船内

には電力や通信・制御に使用する電線を敷設する必要があります。その作業の多くは、船内

の狭い場所で手作業により行われておりました。

　今回、大学校の学生に現場を見てもらい、狭い空間で電線の敷設作業を支援する自走式

ロボットを、開発課題のテーマとして提案させていただき開発をお願いしました。

　現在、試作ロボットを含め、丸亀、西条、今治の造船所で実際に稼働しており、手作業が低

減でき、効率化・生産性の向上に役立っています。

本社所在地：愛媛県今治市野間甲105番地　TEL:0898-25-8282

BEMAC株式会社
本大学校の成果

4 年 次

設計・開発 製　作 評　価

試しに使ってみた。
機能としては悪くない。
作業環境に合わせた改良を希望

実際に船舶内の配線作業で
使っています。

狭空間ロボット完成品 プレゼンテーション現場での動作実験

試作一号機 完成!
操作性・走行時間・
メンテナンス性の検証

二号機の設計・製作 二号機完成!
報告書をまとめる・
発表会の準備

学会から表彰されました!
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O B・OG  I N T E R V I E W  0 1 修了生の進路 機械系

［ フジタ自動車工業株式会社 ］

　さまざまな用途に使われるトラックボデーの特殊な形状や条件を満たすよう、一台一台オーダーメイドでの設
計・製造を手掛けています。四国ではトップクラスのシェアを誇り、当社の製品は全国各地で活躍中。あなたがま
ちで見かけるトラックの荷台も、私たちがつくったものかもしれません。
［DATA］：〒761-2103 香川県綾歌郡綾川町陶１５００-４１　TEL 087-876-5311

　自分の得意分野を見出すチャンスが多く、社会で即戦力を目指せるという点で、大学校はまたとない
環境です。松本さんも大学校で学んだスキルを活かし、自分から次の段取りを聞く積極的な姿勢もあっ
て、毎日着実に成長しているのがわかります。慣れた仕事でも「何故やるのか」「どうすればいいか」と
いった意味まで考えて動けるようになれば、「作業」から「仕事」へのレベルアップ。より広い視野で物
事を考えられる人材に育つと期待しています。何事も全力でチャレンジしてほしいですね。

設計部 設計課 谷角 智秀 様

上 司 の 方

か ら 一 言

松本 大樹 さん

　当社がつくるトラックの荷台は1台1台
オーダーメイドで、毎回違う図面で違うもの
をつくっていくところに惹かれました。現在は
シャーリングやプレス、レーザー加工機を
使った鉄板加工を担当しています。僕の担
当した部品がものづくりの大元となり、製品
として仕上がっていく過程は、ものづくりの
楽しさにあふれています。当社が手掛けたト
ラックが公道を走っているのを見かけると、
しみじみうれしいですね。
　学生時代にアーク溶接と自由研削砥石
の資格を取得し、マシニングセンタやレー
ザー加工などさまざまな機械操作を経験し
ていたので、業務にはすぐになじめました。
グループ活動を通じて身につけたコミュニ
ケーション能力も発揮しています。少しずつ
作業効率や段取りを意識して動けるように
なってきましたから、一つ一つ丁寧な作業を
心掛け、まずはプレスを全面的に任せても
らえる人材になるのが、今の目標です！

平成30年度修了
　　　　　生産技術科

製造部製造2課

専門課程

どんとこい。私たちはトラック荷台のプロです
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O B・OG  I N T E R V I E W  0 2 修了生の進路

試験研究部　LE試験第1ユニットマネジャー 井上 康彦 様
　まだまだ先輩の指導下ではありますが、現在試験準備のための加工や、計測作業を行なっています。機械に関する関心
が高く、設計・加工・組立てを学んだ基礎があるため構造関係の理解も早い。また、すぐ行動に飛びつかず、「今何をするべ
きか」「何のための仕事か」を冷静に整理してから動こうと努める姿勢も見られます。このような行動は安全面からしても大変
重要なことです。私を含めベテランの者は、長年同じ仕事をやっていると固定観念にとらわれることもあるのですが、彼のよう
な若手の新鮮な見方が思いがけない改善につながったり、考えさせられることも多いんです。どんどん変化していく業界で当
社が進化し続けるためにも、若い発想力を発揮してほしいですね。

上 司 の 方

か ら 一 言

世界のインフラづくりを支えるクレーンメーカー

［ 株式会社タダノ ］

 日本で初めて油圧式クレーンを開発、建設用クレーンの分野では国内トップシェア。海外の業界をもリードする
グローバルなネットワークを確立してきました。当社のコア技術を活かすLifting Equipment（抗重力･空間作業
機械）という事業領域を新たに定め、LE事業世界ナンバーワンを目指しています。
［DATA］：〒761-0185 香川県高松市新田町甲34番地　TEL 087-839-5525

機械系

田内 亮太 さん

 高校の時から自動車やものづくりが好き
で、大学校では設計から加工、組立までの
一連の流れを学ぶとともに、機械製図3
級、機械検査3級、機械加工旋盤2級など
を取得。学生時代、積極的にいろんなこと
にチャレンジしてきたおかげで、実務に入っ
ても先輩や上司の言うことがわかりやすく、
社会人としてゼロからのスタートではなかっ
たなと思います。
　当社の魅力は、大型自動車、それも建設
機械として社会に貢献するものづくりを手
掛けるところ。私は新規開発車両の試験
担当として、さまざまな基準に基づく試験評
価と分析を行っています。開発の最終段階
に当たる重要な業務であり、重量物を扱う
ため安全管理も欠かせず集中力が問われ
る環境ですが、新機種を一番最初に扱える
という面白さは格別。たとえ問題があって
も、自分の提案で改善できればやりがいに
つながります。目標は社会に貢献できるよう
な特許を取得すること！

平成30年度修了
　　　　　生産機械システム技術科

試験研究部　LE試験第1ユニット

応用課程
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O B・OG  I N T E R V I E W  0 3 修了生の進路

 入社後に取得を目指すことが多い電気工事士を学生のうちに取得していて、CADの知識もあり、入
社時点で基礎力の高さが光りました。3年目で現場を任されるのは、なかなか早いペースですよ。現場
代理人は対人業務ですから、コミュニケーション力が高くて物怖じしない片岡さんの強みを活かせば、知
識が多少未熟でもどんどんチャレンジできるはず。現場経験が問われる世界ではまだスタート地点に
立ったばかりとはいえ、積極性を発揮して頑張る姿には大いに期待しています。

設備工事部　部長技師 島本 英昌 様

上 司 の 方

か ら 一 言

今日を支え 明日を創る

［ 株式会社四電工 ］

　四国電力グループの中で、電気・電力・通信関係事業を手掛ける総合設備企業です。四国全域に約40拠点
を展開し、電力供給設備工事・一般建築設備工事からソフト開発・販売や情報通信インフラ整備まで、身近な暮
らしを陰ながら支え、地域社会と文化の発展に貢献しています。
［DATA］：〒760-8588 香川県高松市西宝町1丁目8番24号　TEL 087-836-0116

電気電子系

片岡 泰成 さん

　私が所属する設備1課は、建物の現場
代理人として、主に電気系の工事を担当
する部署です。手掛ける現場はさまざまで、
施設によって必要な設備も異なります。3
年目で初めて一人で担当を任されて、最初
は不安もありましたが、大切にしているのは
ポジティブな考え方。「自分の力でやり遂げ
る」責任感と、一人で抱え込まず周囲を積
極的に巻き込み助けてもらう姿勢が大事だ
と気づきました。
　就職に当たっては、大学校で学んだこと
をどこまで活かせるか試したいという思いが
あり、実際に図面作成の基礎や電気工事
士の資格が活きていますが、もうちょっと勉
強しておけばよかったなと悔やむこともいろ
いろ…。周囲に流されやすかった学生時代
の反省を踏まえて、今は「人と同じに甘んじ
ない、＋αの向上心」を大切にしたい。研修
や学習の場を設けてくれる会社の環境を
活用して、1日30分でも資格取得に向けて
努力を続けようと思っています。

平成28年度修了
　　　　　電気エネルギー制御科

設備工事部　設備1課

専門課程
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O B・OG  I N T E R V I E W  0 4 修了生の進路 電気電子系

電力会社向けシステム装置や産業向けメカトロ製品を
提供する総合システムメーカー

［ 四国計測工業株式会社 ］

　四国電力グループの一員として、エレクトロニクス技術を核にさまざまな事業分野を展開する総合システムメー
カーであり、エキスパートが揃う技術者集団です。電力関係をはじめとする産業用システムやプラント設備まわり
の開発・設計・保守から最先端の研究開発まで、幅広いニーズに対応しています。
［DATA］：〒764-8502 香川県仲多度郡多度津町南鴨200番地1　TEL 0877-33-2221

　三井さんの業務は発電・変電所という公共インフラを支える重要な仕事であり、当社にとっては高い
品質を守る「最後の砦」。プレッシャーのかかる仕事ですが、前向きに取り組む姿勢があり、先輩社員か
らも「2年目とは思えない頼もしさ」「仕事を任せられる」と高く評価されています。業務はチーム体制で、
他部署との連携も欠かせませんから、コミュニケーションを大切にしつつ、「目標を持って実行する」とい
う確固たるビジョンを持って、ますます成長してほしいと期待しています。

製造事業本部　電力事業部　電力システム部　検査第一課長 福原 賢治 様

上 司 の 方

か ら 一 言

三井 翔平 さん

　大学校は他校に比べて実習が多く確か
な技術が磨けること、グループ作業を通じて
コミュニケーション力が身につくことが魅
力。図面を読んだり機械や電気装置を制
御する力も鍛えられました。
　設計志望で入社しましたが、検査の仕事
もやってみると面白い！　今の仕事は、発
電・変電所につながる装置の社内試験や
現地調整試験。お客さま立会いのもとでの
改造作業もあり、直接聞ける「ありがとう」
が一番のやりがいです。初めて現地に立っ
た時は、自分がかかわる施設のスケールの
大きさに圧倒されたことも覚えています。
　今はまだ主担当者の作業補助といった
立場ですが、検査課で主担当になれるよう
しっかり学んで、いずれは新しい装置を一か
ら設計してみたいですね。忙しくて電気主
任技術者の試験になかなかチャレンジでき
ないのがもどかしく、後輩たちには学生時代
にできるだけ資格を取得しておく方がいい
とアドバイスしておきます。

平成29年度修了
　　　　　生産電気システム技術科応用課程

製造事業本部　電力事業部
電力システム部　検査第一課
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電子情報系O B・OG  I N T E R V I E W  0 5

［ 株式会社アポロシステム ］

修了生の進路

　金融・医療・教育・製造・流通…当社が開発した情報システムが活躍している分野は多岐にわたります。提案
から運用までを担当し、お客様に寄り添ったシステムを提供します。香川県の子育て・介護応援企業に認定され
るなど、職場環境整備にも力を入れています。
［DATA］：〒760-0034 香川県高松市内町2番15号 エクセルビル　TEL 087-826-0301

高松事業部　公共グループ兼産業第二グループ　マネージャー 竹田 圭司 様

 ネットで何でも手軽に調べられる時代でも、学校で学ぶ「基礎」はやはり大事なんです。田井さんは大
学校でプログラム的思考と基礎をしっかり身につけていたので、即戦力として活躍してくれています。客
先常駐の業務で直接仕事ぶりを見ているわけではありませんが、お客さまからの評価は上々。既に一
人で仕事を任せられるレベルの人材ですから、そろそろリーダーとしての指導力を身につけながら、自分
自身のスキルも磨き込んでいく時期。部下をつけることも考えているところです。

上 司 の 方

か ら 一 言

田井 七依 さん

　高校で情報処理に興味を持ち、県内で
専門的に学べるところを探して四国職業
能力開発大学校へ。学んでみたら性格的
にプログラミングが合っていたという発見も
あって、授業は楽しかった。C言語を使った
ものづくりを学んだことが、今の業務スキル
の基礎になっています。気になることはやっ
てみて、向いていなければ次へ行けばい
い。そういう姿勢で得意分野を見つけまし
た。
　今は行政職員向けの固定資産税関係
プログラムの製造・構築・保守を担当してい
ます。エラーも出しがちですが、ロジックを考
え、原因を追究する過程が楽しい。この業
界には「一度で覚えろ」とか言われそうな厳
しいイメージを持っていたものの、実際はみ
んな優しくて、「わからないことは何度でも聞
いて」と丁寧に育ててくれる環境。スキル
アップも年間目標に基づいて計画的に取
り組めますから、今年度中にオラクルマス
ターの資格取得を目指して頑張っています！

平成28年度修了
　　　　　電子情報技術科

高松事業部　公共グループ

専門課程
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O B・OG  I N T E R V I E W  0 6 修了生の進路 電子情報系

開発グループ　マネージャー 

　私たちの仕事は頭のやわらかさが一番大事で、失敗を恐れずチャレンジする姿勢を尊重します。稻村
さんは「涼しい顔で何でもこなす」という印象。常に一定水準以上の結果を残してくれますし、何をやっ
ても平均点以上をとろうとする負けず嫌いなところが頼もしい。大学校で基礎を身につけている分、話
が通じやすいし、社会人としてのスタート地点が違うなと思いました。経験を積み、さまざまな業界・業務
知識を深めて、お客さま先で対等に話ができる人材を目指してほしいですね。

上 司 の 方

か ら 一 言

高いIT技術で業務の快適化をサポート

［ シコク・システム工房株式会社 ］

　四国化成の情報システム部門から生まれ、企業経営を支える基幹システムの設計・開発・運用のノウハウを
ベースに、医療や各種製造業、食品、船舶など分野の枠にとらわれないシステム開発を得意としています。高い
提案力と開発力を発揮し、お客さまのニーズや課題を柔軟に解決する「トータルシステムインテグレータ」を目指
します。
［DATA］：〒763-0082 香川県丸亀市土器町東8丁目537番地1 四国化成ビル2F　TEL 0877-25-5200

稻村 玲央 さん

　学校教職員向けの服務管理システム、
建設業向けの見積・積算関連システムな
ど、既存プログラムのカスタマイズを中心
に、改善や修正を反映し、テストして納品す
るという業務を担当しています。難しそうな
仕様を前にトライ＆エラーを繰り返し、時間
がかかってもうまく動かせた時の楽しさは格
別。入社当初に比べると、ミスやエラーを踏
まえて次に活かす応用力がついたとも思い
ます。
　学生時代からプログラミングに興味を持
ち、授業では実習を中心に手を動かしてき
たおかげで、社会に出てみて技術が身につ
いていることを実感しました。座学より実習・
実務を通じて経験した方が、頭にも身にも
つくんですよね。今は経験値を増やすこと
に集中していますが、ロボティック・プロセ
ス・オートメーション関係のセミナーをきっか
けに興味が出てきたので、自動化や効率化
も学んでみたい。AIを自分の仕事にどう反
映していくかがこれからのテーマです。

平成29年度修了
　　　　　生産電子情報システム技術科応用課程

開発グループ
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O B・OG  I N T E R V I E W  0 7 修了生の進路 居住系

五感に触れる木の家づくり

［ 有限会社和住宅 ］

　家族の「和」を温かく包み込む、自然素材の健康住宅。無垢材ならではの味わいは時を重ねるごとに深まり、
家族のあゆみを刻んでくれます。当社の家づくりは、完成してからがお施主さまとの本当のお付き合い。きめ細か
いアフターサービスを掲げ、「世代を超えて受け継がれる」家を目指しています。
［DATA］：〒763-0085 香川県丸亀市飯野町東分931-1　TEL 0877-43-2753

代表取締役 壺谷 泰三 様

　素直で明るく、笑顔で周囲を元気にしてくれる半面、負けん気が強くて陰ながら努力するタイプ。2級
建築士を取得して、ますますやる気を見せてくれています。手書きの図面が驚くほどきれいなんですよ。
柔軟性があって独自の発想が光るので、早くから期待していました。どんな仕事も、こつこつやって10
年くらいでようやく本当の面白さがわかるもの。これからもゆっくりでいいから、一つ一つ目標を持って、
着実に力をつけて階段を昇ってほしいですね。

上 司 の 方

か ら 一 言

片上 悠 さん

　中学の時、父が施工管理を担当した家
に連れて行ってもらい、父の姿を「かっこい
い」と思ったのが建築へのきっかけでした。
高校では普通科文系でしたが、文系でも
チャレンジできると知って大学校に進学。
授業で身につけた木造建築の基礎知識、
特にJw_cadのスキルは今の仕事にとても
役立っています。
　お客さまへのプラン提案から始まり、部
分詳細図から照明や壁紙のコーディネート
まで、細かく打ち合わせを重ねてご要望通り
の家をつくるのが当社の強み。打ち合わせ
の段階では内心「それ、本当に必要？」と
思っていたご要望も、プランにしてみると驚
くほど活きたりして、オーダーメイドならでは
の発見も多いですね。やりたいことを形に
するために悩むこともありますが、自分のプ
ランが形になって、お客さまに喜ばれるのが
何よりうれしい！ 木造ならではのあたたかさを
大切に、女性目線で「家族が過ごす心地
良い家づくり」を目指したいと思っています。

平成28年度修了
　　　　　住居環境科

設計・コーディネーター

専門課程
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95%97% 99%
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応用課程専門課程愛媛
16.8%

東京
7.0%

徳島 4.7%

岡山 2.3%
広島 2.3%

兵庫 2.3%
大阪 2.3%

その他 2.3% その他 7.0%

香川
60.0%

高知 3.0%

岡山 7.0%

広島 2.0%

神奈川 2.0%

福岡 2.0%

徳島 6.0%

香川
35.0%

愛媛
13.0%

東京
12.0%

大阪
11.0%

オリエンタルモーター㈱

㈱川西水道機器

四国計測工業㈱

㈱滝沢鉄工所

㈱タダノ

㈱タダノアイレック

フジタ自動車工業㈱

富士古河E&C㈱

㈱牧野技術サービス

三井造船特機エンジニアリング㈱

ユニ・チャームプロダクツ㈱

JFEスチール㈱西日本製鉄所

香川大学大学院

愛媛小林製薬㈱

大倉工業㈱

四国計測工業㈱

ダイオーエンジニアリング㈱

㈱フソウ

三菱電機プラントエンジニアリング㈱

ユニ・チャームプロダクツ㈱

㈱四電工

四電エナジーサービス㈱

四電エンジニアリング㈱

BEMAC㈱

JFEスチール㈱西日本製鉄所

九州工業大学大学院

㈱アポロシステム

㈱岡山村田製作所

カトーレック㈱

クイックソフト㈱

㈱協和エクシオ

㈱きんでん

シコク・システム工房㈱

ダイキン工業㈱

東芝情報システム㈱

㈱K・システムソリューション

ＧＭＯインターネット（株）

㈱NTTフィールドテクノ

大分大学大学院

明石建設㈱

㈱北岡組

㈱合田工務店

サカケン㈱

新日本建工㈱

㈱菅組

㈱清和設計事務所

㈱田中建設

㈲和住宅

㈱日清堂

富士建設㈱

㈱明徳ホーム

㈱山倉建設

生産機械技術科
生産機械システム技術科

電気エネルギー制御科
生産電気システム技術科

電子情報技術科
生産電子情報システム技術科

住居環境科



［機械系］

ものづくりのプロセスに高い付加価値をもたらす
設計・製造ソリューションとヒューマンスキルを習得します。
私たちの生活はさまざまな「もの」に支えられています。身の回りのさまざまな製品を製作するために必要な技能・技
術・知識を習得した機械技術者の育成が求められています。機械系では、ものづくりに必要な機械工学・設計・加工・
計測・制御等の技術を実学一体的に習得します。

［ 取得可能な資格 ］
■ 国家技能検定試験（旋盤、フライス盤、数値制御旋盤、機械検査、機械・プラント製図）　
■ CAD利用技術者試験（2次元、3次元）

［ 生産機械技術科 ］1・2年次 専門課程

［ 生産機械システム技術科 ］3・4年次 応用課程
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機械系エンジニアの技術分野

機械製品を生産するために必要となるメカニズム
３次元CAD、シミュレーションを活用した設計技術

［ 機械設計技術 ］

［ 主な職種 ］ �産業機械や車両・船舶等のボディを設計する職種

機械部品を製作する工作機械の操作技術
手動、コンピュータ制御から３次元プリンタによる部品加工技術

［ 機械加工技術 ］

［ 主な職種 ］ �車両や船舶等の構成部品を製作する職種

工場内の自動化生産ラインやロボット技術に必要となるモータ、センサの制御技術
［ 機械制御技術 ］

［ 主な職種 ］ �工場の製造ラインを設計する職種

工場内に設置されている機械の運用、保全管理するための技術
［ 機械メンテナンス技術 ］

［ 主な職種 ］ �工場の製造ラインの稼働準備や維持点検をする職種
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機械製造を広くカバーできる実践に
即した技術者を育成。

　機械設計では、ものづくりに使われる材料の性質やそれを生かし
た設計方法を学びます。設計する場合も、３次元CADで立体的に
設計を行い、パソコン上で力を加え強度が持つかどうかシミュレー
ションを行ったり、実際の運動を再現し目的の運動特性や慣性力
等を求め設計に反映します。

　シーケンス制御は、自動洗濯機やエアコンなどの身近にある電
化製品をはじめ、信号機、自動販売機などの装置を制御（コントロー
ル）するために使われている技術です。シーケンス制御専用のコン
ピュータ（PLC）でいろいろな装置を思い通りに動かすためのプログ
ラミング技術を学びます。

生産機械技術科
1・2年次 専門課程

機械設計

　機械加工は、設計されたものの形状を作るために、専用工具、工
作機械等を使い素材を加工することを言います。削り取る、磨く、接
合するなど様々な方法があり、昔ながらの人の手で操作する機械も
ありますが、現在はコンピュータ制御で複雑な動きをさせる機械が主
流です。

機械加工

シーケンス制御
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YAMADA YAMADA 
RYOSUKE

山田 崚介
愛媛県立松山工業高等学校　
工業科 出身

　機械についてもっと学びたいと思い、他大学への進学も検討
しましたが、専門的で実践的な授業が多いことに魅力を感じ、本
校への入学を決めました。授業はどれも面白く、高校では扱ってい
なかった最新の工作機械を用いて学べるのでとても楽しいです。
今は基礎知識の習得に励んでいます。先生の指導のおかげで、
日々の成長を実感しています。ものづくりは自分の個性や思いを
形にできる仕事で、芸術家と似ていると思います。将来は設計士
として、自分の考えたアイデアを、形にしていきたいです。



機械装置の開発から構築まで、
現場のニーズに応えられるリーダーを育成。

　開発課題とは企業などから課題をいただき、問題を解決しながら
電気系・電子情報系と一緒に開発を行います。 このチームは軸

 テープカットマシンを開発しているチームです。

　科で5,6人のチームを組んでひとつの課題製作をします。チーム
内でリーダなどの役割を決めワンチームで課題に取り組みます。

　産業用ロボットなどを操作し、実際の生産設備をイメージした自
動生産ラインの具体的な構築・運用・管理技術を学びます。　

生産機械システム
技術科

3・4年次 応用課程

生産自動化システム実習

標準課題

開発課題
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竹崎 綾乃
高知県立高知東工業高等学校　
工業科 出身

TAKEZAKI
 AYANO

　叔父の影響で、子どもの頃からものづくりに興味がありまし
た。高校で機械を扱ううちに、「もっと学びたい」と思う気持ち
が強くなり高知校で2年間勉強し、さらに上を目指し最新の設
備が整っている本校に来ました。ものづくりの魅力は、自分で
考えたものが形になること。授業ではものをつかんで動かすロ
ボットの製作に取り組んでおり、アームの長さやつかむ力の加
減などを計算しながら、発表会に向けて頑張っています。卒業
後は地元の製作所で働くことが目標。ものづくりをしながら地
域に貢献していきたいです。



［電気電子系］

みんなの生活と未来のエネルギーを支える
電気のスペシャリストを目指します。
私たちの生活に絶対に欠かすことができない「電気」。
現代社会においては、ロボットや自動化機器、電気自動車等の需要が高まり、「電気」の重要性はますます高まって
います。電気電子系では、ものづくりや生活基盤に必要な電気工学・設計・施工・計測・制御等の技能・技術を実学
一体的に習得します。

E l e c t r i c  a n d  E l e c t r o n i c  S y s t e m s

［ 取得可能な資格 ］ ■ 電気主任技術者　■ 電気工事士　■ 国家技能検定試験（電気系保全作業・シーケンス制御作業）

［ 電気エネルギー制御科 ］1・2年次 専門課程

［ 生産電気システム技術科 ］3・4年次 応用課程
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電気電子系エンジニアの技術分野

電気設備の施工や管理をするための技術
［ 電気管理技術 ］

［ 主な職種 ］ �電気設備の電力管理職種 �施工管理職種

工場内の生産ラインの運用に欠かせないPLC（工業用コンピュータ）を
利用するための制御技術

［ 電気制御技術 ］

［ 主な職種 ］ �生産ラインの設計・製作・保守職種

太陽光や風力を利用した再生可能エネルギーを有効に活用するための管理技術
［ エネルギー管理技術 ］

［ 主な職種 ］ �発電設備を管理する職種

化学工場や発電所などを対象としたシステムを管理するための技術
［ プロセス制御技術 ］

［ 主な職種 ］ �化学工場の管理などの職種
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環境に優しい社会を支える
電気技術者を育成。

　主に工場内機械装置の制御用のコントローラであるPLC（プロ
グラマブルロジックコントローラ）へのプログラミング技術を習得しま
す。最終的には実習装置を使用して、PLCに接続されたベルトコン
ベア等の出力機器を制御します。

　自然エネルギーを有効利用するため、風力発電機、風力及び負
荷の間にはどのような関係があるかを実験を通じて学びます。

　総合制作実習では、自分たちで選定したテーマに1年間取り組み、制作物を完成させます。また、テーマの一つとして、近年では若年
者ものづくり競技大会（メカトロニクス部門、電気工事部門）や、Ene-1 Challenge（単三電池40本で動く電気自動車の大会）といっ
た、全国規模で行われる競技大会へ積極的に参加しています。

電気エネルギー
制御科

1・2年次 専門課程

シーケンス制御実習Ⅰ

環境エネルギー実験

総合制作実習

若年者
ものづくり競技大会
「メカトロニクス部門」

Ene-1 Challenge
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　理工学系で就職に有利な進学先を探していた時に、高校の
先生から本校を紹介していただきました。最初の3カ月で基礎的
なことの学び、その後実践的な授業に入ります。私は作業が好
きなので、今は毎日の授業が楽しいです。PLCを使ったシーケン
ス制御の授業では、プログラミングを駆使してロボットにさまざま
な機能を持たせています。想定外の動作をした時は悩むことも
ありますが、解決策を見いだせない時はマニュアルを確認しなが
ら先生に相談。先生との距離が近いのも本校の魅力です。

KITAHARA KITAHARA 
YUUKI 北原 由希徳島県立阿波高等学校　

普通科 出身



自然エネルギー、電動力応用、自動化に
対応できる技術者を育成。

　さまざまな装置を制御するために、マイコンは必要不可欠です。
マイコンの動作原理を理解し、制御用のプログラミング技術を学び
ます。太陽電池からの電力を変換する装置や、電気自動車に搭載
されたモータを駆動するために利用します。

　電子回路設計を行うためのCAD技術を習得します。ソフトウェア
で設計支援を行うことで、より確実で効率のよい設計を行うことが
可能になります。CADで設計した基板データを用いることで、電子
装置に欠くことのできないプリント基板の製造を行います。

生産電気システム
技術科

3・4年次 応用課程

開発課題

CAD/CAM応用実習

コンピュータ応用実習
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YOKOI
 SHOYA

横井 翔哉
香川県立丸亀城西高等学校　
普通科 出身

　高校3年で将来の目標が定まらず、進学するかも決まってい
ませんでした。親から「一つのことに集中に、専門的に学べる
場所がある」と本校のことを聞き、進学を決意。電気の知識が
全くなくて最初は苦労しましたが、放課後先生にマンツーマン
で指導してもらい、少しは詳しくなったと思います。標準課題で
は5人一組で自動走行ロボットにプログラムを組み込む作業
を、資材の発注から設計、製作の全て学生だけで行っていま
す。将来はシーケンス作業の技能検定を取得し、電気関係の
仕事に就きたいです。

　このチームは青ねぎ皮むき・検査装置を開発しているチームです。
主に制御盤の設計・製作に取り組みました。



［電子情報系］

現代社会を支える、ICT（Information and Communication Technology）で
ものづくりに必要な技術と、
ヒューマンコミュニケーション能力を習得します。
わたしたちの生活は、電子情報通信技術によって支えられています。

。すまりあつつし透浸がどなトッボロ働協・ターデグッビ・IA・ToI、はに場職や活生のちたしたわ、在現
電子情報系では、ICT分野や、組込み分野の実践的な技術者の養成を目的に、ハードウェア、ソフトウェア、情報通
信技術をバランスよく学ぶことができます。

E l e c t r o n i c  I n f o r m a t i o n  C o n t r o l  S y s t e m s

［ 取得可能な資格 ］ ■ 基本情報技術者　■ 応用情報技術者　■ .com Master　■ 国家技能検定試験（電子機器組立て）　

［ 電子情報技術科 ］1・2年次 専門課程

［ 生産電子情報システム技術科 ］3・4年次 応用課程
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電子情報系エンジニアの技術分野

電子部品を使った組込み機器、ロボットなどのハードウェアの設計技術
（ハードウェア記述言語を用いた高速動作可能なハードウェア設計技術）

［ ハードウェア設計技術 ］

［ 主な職種 ］ �組込み機器（スマホ、情報端末など）の設計開発職種 �産業機器の開発・メンテナンス職種

システム開発環境の構築や、
コンピュータシステム開発に必要なプログラミング技術

［ コンピュータシステムプログラミング技術 ］

［ 主な職種 ］ �システムエンジニア職種 �プロジェクトマネージャ職種

有線、無線のネットワークを設計し、
安定したセキュアなネットワークを運用するための技術

［ 情報通信ネットワーク運用技術 ］

［ 主な職種 ］ �ネットワークシステム設計職種 �ネットワーク維持管理職種

IoT、AI、ビッグデータ、ロボットなど、電子情報通信技術を用いた新分野技術
［ ICT活用技術 ］

［ 主な職種 ］ �製造現場のICT関連職種 �情報通信業の新分野関連職種
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電子情報のスペシャリストとして
社会に通用する人材を育成。

スマートフォンや家電製品の基本となるプログラムの技術を習
得します。「AIやIoT、ロボットなども勉強できるよ！！」

　電子回路の設計・製作の基本的な技術を習得します。「自分で
設計・製作した電子回路基板でロボットを動かすよ！！」

1・2年次 専門課程

組込みプログラミング

電子回路

電子情報技術科
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総合制作実習
　2年間で習得した電子技術、情報技
術、通信技術の3つの柱を活用して集
大成となる卒業製作を行います。総合
制作で取り組んだ若年者ものづくり競技
大会で7大会連続入賞しました。
・ITネットワークシステム管理職種
厚生労働大臣賞 敢闘賞
・電子回路組み立て職種 銅賞
・ETロボットコンテスト 全国大会出場
・実践教育訓練学会ものづくりコンペ 準優勝

　プログラミングを学びたくて、いろいろな大学を調べましたが、
設備が充実し、実践的な授業が多い本校を選びました。普通
科高校出身ですが、先生の手厚い指導もあり、授業内容も理
解できるようになりました。自分が作成したプログラムでロボット
が思い通りに動いた時の達成感は格別です。今はプログラミン
グ言語の習得と基本情報技術者の試験勉強を頑張っていま
す。経験がなくても専門的で高度な知識と技術を、本校ではゼ
ロから身につけることができます。

MIKI MIKI 
RYUTA 三木 龍妥

徳島県立池田高等学校　
普通科 出身



企画開発やシステムの
構築に必要な技術を有する人材を育成。

　組込みシステム構築課題実習と電子通信機器設計製作実習
及びロボットコースの4つの課題が準備されており、グループで行う
課題学習形式で取り組みます。専門的な技術だけではなくコミュ
ニケーション能力も身につきます。

　これからのエンジニアとして歩んでいくためには、これからの新し
い技術も勉強しておく必要があります。難しい技術分野も、グルー
プだと乗り越えられます。

　社会人になった時、役立つキャリア形成に関する教科もありま
す。自分たちの実習の取り組みを、専門的な技能や技術、ヒューマン
スキルの面から仲間と分析し、将来の自分の進路の参考にします。

生産電子情報
システム技術科

3・4年次 応用課程

キャリア形成論

IoT・AIリテラシー実習、電子情報ゼミ

電子情報系標準課題
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　将来の夢はシステムエンジニアになり、システム開発をして
いくこと。高知校で2年間ソフトウエアの勉強をしましたが、ハー
ドについても学びたいと思ったのと県外への強い憧れがあり、
本校に進学しました。今はロボットにセンサーを付けてさまざま
な機能を持たせる課題に取り組んでいます。グループでの作
業は初めてでしたので、意見を出し合いながら作業を進めてい
くので、コミュニケーション力も上がったと思います。香川での
生活にも慣れ、今は学ぶことに集中できてとても楽しいです。

上村 海人
高知県立高知工業高等学校　
工業科 出身

KAMIMURAKAMIMURA
 KAITO



［居住系］

快適な住環境のための計画・設計・施工を実践的に学び、
住み手に寄り添う柔軟なイメージを形にする力を育みます。
建築に関わる技術者には、建築・建設分野の専門知識だけでなく、芸術・数学・物理・化学・社会学・経済学・心理学
などの様々な分野に対する知識や、深い洞察力、そして工事現場に関する知識が必要になります。
居住系では、建築分野の知識だけでなく、様々な建築実習を通して広い視野と技術の面から、現場の技術者として
の力を育成します。

［ 取得可能な資格 ］
■ 建築士（受験資格） ■ 2級施工管理技士（学科のみ） ■ 技能検定試験（建築大工）
■ インテリアコーディネーター ■ 福祉住環境コーディネーター

［ 住居環境科 ］1・2年次 専門課程
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居住系エンジニアの技術分野

建築物の計画・設計、インテリア計画等のための技術や、
建築情報技術・プレゼンテーション技術

［ 建築設計技術 ］

［ 主な職種 ］ �建築設計職種、企画・営業・販売職種

施工図作成や見積・積算などの、現場の工事管理に必要な技術
［ 現場管理技術 ］

［ 主な職種 ］ �建築施工管理職種、現場代理人

建築物の構造設計に必要な技術
［ 構造設計技術 ］

［ 主な職種 ］ �建築構造設計職種

建設業の躯体工事（本体工事）や仕上げ工事など各種工事に従事するために必要な施工技術
［ 建築施工技術 ］

［ 主な職種 ］ �建築施工職種（大工、内装、外装、設備等）
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住居環境科
1・2年次 専門課程 快適な住環境を想像する未来の

クリエイターを育成。

　総合制作実習では、自分達で選定したテーマに１年間取り
組み、若年者ものづくり競技大会や、全国規模で行われる競
技大会、また制作物を完成や競技会の入賞を目指します。住
居環境科では、地域のイベント等へ積極的に参加しています。

総合制作実習
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ASADA ASADA 
MIKI 浅田 樹香川県立高松工芸高等学校　

建築科 出身

　ものづくりが趣味の祖父と大きなベッドを一緒に作ったこと
が楽しくて、自分も将来大きなものを造りたいと思っていまし
た。高校は建築科に進学しましたが、もっと実践的なことを学
びたくて、他の大学と比べて実習の多い本校に進学。今は4
人家族の家を設計しています。間取りや水回りの配置など機
能性を考えながら、自分のこだわりを出していくのは難しいです
が、形にはまったときは気持ちいいです。実践でも生かせる授
業が多いので、就職しても必ず役に立つと思います。



　建築設計には、敷地の条件や環境、法規制や顧客の要望な
どに対応できる力が必要です。ここでは設計業務に必要な建築
設計やインテリア計画などの知識だけではなく、設計製図、設計
実習を通じて、建築設計技術に必要な技術を習得します。

　建築施工や建築構造は、知識だけでなくその技術を体感・経
験し、自身の目で見ることが必要です。施工実習・実験実習では、
建築物の骨組形態など見て学び、その施工技術を実際に体感
することで、それらに知識・理解を深めます。

建築設計実習
　建築物の住みやすさ過ごしやすさを実現するためには、様々な住
環境について知り、設計に活かすことが必要です。ここでは建築物
を取り巻く室内や室外の環境（光・熱・音・振動など）について理解
し、それらを実験・演習を通して理解を深めます。

環境工学実験

　顧客に提案をする際には、分かりやすく、共感が得られ、意図が
伝わるプレゼンテーション技術が必要です。ここでは建築・住居環
境等の情報をコンピュータで活用するための情報処理技術を習得
します。加えて顧客にプランを提案するためのプレゼンテーション技
術なども学びます。

　応用課程（建築施工システム技術科）では、建築物を建設する
ために必要な構造や施工方法を学び、実際に建物を建てる実習
を通して実践的な施工と施工管理技術を学びます。

建築プレゼンテーション 建築施工実習、建築構造実験

他の職業能力開発
大学校応用課程への
進学が可能です。

北海道職業能力
開発大学校

東北職業能力
開発大学校

関東職業能力
開発大学校

近畿職業能力開発大学校

九州職業能力
開発大学校
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　本校では、入校時に専門課程１年生全員を対象に『実践技能者基礎実習』を実施しています。入校直後の約1か月で機械分
野、電気分野、電子情報分野および居住分野の実習に挑戦します。様々な実習課題に挑戦して、ものづくりの面白さ、難しさを実
感・体験し、今後の大学校での自主性・習得意欲・問題意識を高めることを期待しています。
　実習形態は、科を超えた学生で構成するグループ方式で行います。自由な発想で企画・設計・立案し、グループ内で独自に問題
課題を発見、解決策を探求する創成能力を育成します。また、これらを通して、総合的にチームワーク能力、プレゼンテーション能力、
人間力を育成することを目指しています。他科の学生交流を通じて、キャンパスライフが楽しくなるように考えています。

　入校後最初の実習授業では、創成型教育として自主性・ものづくり人材に必要な要素について学びます。修了後のものづく
りを担う技術者としてのイメージを膨らませ大学校での目標意識を高めます。

実践技能者基礎実習
四国能開大の特徴的な実習

　自動車模型（マウストラップ
カー）の製作を通じて、機械図
面の読み方や機械加工の中
心的な技能を習得します。

　紙飛行機の製作を通して、
製造業における生産管理の
概要を習得します。

 ロボットを使用してライント
レース制御プログラミングに

・ToI・IAてしとTCI。すまし戦挑
ロボットについて習得します。
走行競技大会を行います。

挑戦1　機械分野 挑戦2　電気分野

挑戦3　電子情報分野

挑戦5　発表会

 ブリッジモデルの製作を通し
て、建築構造、図面の作図、
模型の製作等居住分野の
基礎技術を習得します。

最後の挑戦として、これまでの挑戦をまとめ
グループごとに発表をしていただきます。　
　プレゼンテーション能力も重要であること
を確かめます。
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様々な大会での輝かしい結果や地域貢献など
学生たちの学外での活動を紹介します。

　若年者ものづくり競
技大会は、厚生労働
省、中央職業能力開発
協会が主催する、若年
者（原則20歳以下の未
就職者）を対象とした
ものづくり技能を競う
全国大会です。当大学校でも毎年多くの職種に出場し、
次のような成績を収めています。

8大会連続 全国大会入賞！

第17回 若年者
ものづくり競技大会

■2022年度 16回大会（愛媛県）
 】賞　銅【 位3 「電子回路組立て」職種
 】賞闘敢【 位6 「ITネットワークシステム管理」職種

他出場職種「ロボットソフト組込み」職種
   　　　　　「メカトロニクス」職種

■2023年度 17回大会（広島県）
2位【銀 賞】「電子回路組立て」職種
   　　　　　「ＩＴネットワークシステム管理」職種
6位【敢闘賞】「ロボットソフト組込み」職種
他出場職種「メカトロニクス」職種

■2019年度 14回大会（福岡県）
【 位1 金賞/厚生労働大臣賞】 「ITネットワークシステム管理」職種

 】賞　銀【 位2 「電子回路組み立て」職種
他出場職種「メカトロニクス」職種
   　　　　　「機械製図」職種
   　　　　　「電気工事」職種
   　　　　　「建築大工」職種
   　　　　　「ロボットソフト組込み」職種

　地域に開かれた大学校として丸亀市内のイベントでイルミネーションのデザイ
ン製作に積極的に参加しております。
　丸亀城では、令和4年９月10日～１１月２３日の期間で、夕暮れ時から午後9時ま
でイルミネーションが点灯されました。電子情報技術科の学生が中心となり、夜の丸亀城内のキャッスルロードに
イルミネーションを装飾し、幻想的な光の演出が訪れた人たちの目を楽しませていました。
　JR丸亀駅南口広場では、令和4年１２月１6日～令和5年２月5日の期間、夕暮れ時から午後10時まで、イルミ
ネーションが点灯されました。電子情報技術科、住居環境科の学生が中心になりイルミネーションを装飾し、丸亀
駅前の夜を彩りました。

地域貢献
丸亀城、丸亀駅イルミネーションの製作

　令和４年７月３１日（日）に三重県鈴鹿市の鈴鹿サーキットで、省エネレー
スである2022 Ene-1 SUZUKA Challengeが開催されました。この大
会は、充電式単３電池４０本を動力源とする車両で鈴鹿サーキット国際
レーシングコース（１周5.807km）のタイムアタックを３回行い、その合計
タイムを競います。
　当校は準優勝した令和３年度に引き続き、車両重量制限の無いDiv1カ
テゴリーの大学・高専・専門学校部門に出場しました。大会では無事に完
走し、惜しくも4位でしたが、自己記録を更新することができました。次回
は自己記録更新と入賞を目指しがんばります。

KV-40 大学・高専・専門学校部門で自己記録更新！
2022 Ene-1 SUZUKA Challenge

丸亀駅
イルミネーション
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1年を通して、さまざまなイベントが
おこなわれています。
個性を発揮できるスポーツ・文化のイベントもたくさんあります。

式
校
入

山
野
飯
杯
葉
稲

会
大
山
登

み
休
夏

業
授
中
集

Campus
Calendar

入校式 新しい学生生活のはじまりです。

稲葉杯飯野山 登山大会
通称「さぬき富士」に挑戦します。

課外活動［サークル活動］放課後は仲間と楽し
くスポーツ

学生自治会

1 役員数 名約10
フットサル

2 会員数 名約10
バスケットボール

3 会員数 名約20

4 5 7 86 9

年間スケジュール
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み
休
冬

習
実
中
集

会
表
発
究
研
り
く
づ
の
も
大
開
能

会
明
説
業
企
同
合

み
休
春

ス
ン
ダ
イ
ガ
職
就

修了式 先生方、今までお世話になりました。

能開大フェスタ 大秋祭（学園祭）
ものづくり体験教室や模擬店、ステージイベントなど
内容が盛り沢山のイベントです。

能開大ものづくり研究発表会
（ポリテックビジョン）
日頃の研究成果を発表します。

※会員数活動日時は変わる場合があります。
※会員構成は自由です。他科・他学年の学生とも交流できます。
※やりたいサークル活動があれば、新しく作ることができます。

バドミントン

4 会員数 名約10
バレーボール

5 会員数 名約15
テニス

6 会員数 名約9

10 12 2 311 1

S H I K O K U  P o l y t e c h n i c  c o l l e g e  2 0 2 4 36

／
寮
生
学

問
質
る
あ
く
よ

念
理
育
教

ム
テ
ス
シ
育
教

育
教
る
あ
徴
特

系
報
情
子
電

系
子
電
気
電

系
住
居

系
械
機

／
路
進
の
生
了
修

援
支
職
就

習
実
礎
基
者
能
技
践
実

／

動
活
外
学



県外からの
学生にも
嬉しい学生寮

四国内はもちろん、近畿・中国・九州地方などから
集まった学生が生活しています。
全室個室で、男子寮が89室、女子寮が20室あります。（空調完備）

 入寮申し込みは学生のどなたでもできますが、希望者が多数
の場合、通学距離や保護者の所得等により選考を行います。
費用は、月額約5万円（寄宿料、食費、光熱費など）です。

学生寮で生活する学生さんの1ヶ月の生活費（例）

■寄宿料

■食　費

■合　計

快適な学生生活
を送れるように

、

あらゆる面で、き
め細やかに

サポートします
。

16,000円
共益費
寄宿料
備品積立金

11,000円
4,700円
300円

28,200円

44,200円程度
（その他光熱費）

ロコモコプレート（日替わり定食） カツ丼（味噌汁付き） 唐揚げ定食（日替わり定食）

1日3食940円（現行）×30日
※1ヶ月30日間の場合
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　専門課程（2年）は、基礎的な技能·技術から専門分野に必要
な技能·技術までを体系的に習得する課程で、自らものづくりが
できる実践的な能力を身につけることができます。応用課程（2
年）は、高度な技能·技術や、ものづくりに関わる企画·開発する
能力を身につけて、産業界で必要とされる生産現場のリーダー
としての能力を身につけることができます。

よくある質問
課程やカリキュラムについて
他の大学との違いを教えてください

キャンパスライフについて

就職について

Q

専門課程と応用課程の違いを教えてくださいQ

　1時限の授業時間は100分です。1日に4時限あり、月曜日か
ら金曜までの週5日制です。

授業時間はどれくらいですか?Q

　1科の定員は20名～30名の少人数で、学生の習得度を確認
しながら、基礎から応用まで確実にスキルアップできるように
カリキュラムを設定しています。

授業はどのように進むのですか?Q

　文部科学省の所管以外で、法律に特別な規定がある大学校
を「省庁大学校」といいます。本大学校は、厚生労働省が所管
する国が設置した省庁大学校で、職業能力開発促進法に基づ
き専門的な技能・技術を兼ね備えたエンジニアを育成すること
を目的として設置されています。

奨学金制度はありますか?Q
　技能者育成資金融資制度があり、要件を満たした学生について貸
与が行われます。また授業料減免等の措置（要件あり）もあります。
なお、日本学生支援機構の奨学金制度は利用できません。

就職時の学歴区分はどうなっていますか?Q
　内閣府の人事院規則における学歴区分では、公務員試験や
待遇において専門課程修了で短期大学卒、応用課程修了で、4
年生大学卒として扱われます。また民間企業の求人でも基本
的に同等の扱いとなっています。

■専門課程入校料　　　　169,200円
■応用課程入校料　　　　112,800円
■年間授業料　　　　　　390,000円（半期ごとに 195,000円を納付）

就職支援はどのように行っていますか?Q
　入校直後から、各科の担任と就職支援アドバイザーが連携
して、学生の就職支援にあたります。当大学校の修了生の技
能・技術は企業からも高く評価されており、毎年多くの求人を
いただいています。

入校時に必要な経費について

①入校料・年間授業料（現行）

職業能力開発大学校等の学生を対象とした融資制度です。経済的な理由など、一定の要件を満たした場合に、融資が受け
られる経済支援制度です。申し込みは入校後となります。
■自宅通校生　　　　　　600,000円／年
■自宅外通校生　　　　　690,000円／年

③技能者育成資金融資制度

日本政策金融公庫による「国の教育ローン」などがあります。利用にあたっては、必ず詳細をご確認ください。
④その他の融資制度

■職業訓練生総合保険　　15,400円（2年間分）
■自治会費　　　　　　　10,000円（2年間分）

■同窓会費　　　　　　　5,000円（入校時のみ）
■教科書・実習服など　　 （科によって異なります）

②その他必要となるもの

自動車・バイクの通学は可能ですか?Q
　駐車場・駐輪場を完備しています。申請により、自動車・バイ
クで通学することは可能です。

クラブ活動はありますか?Q
　現在、サークルとしてフットサル、バスケットボールなどがあ
り、放課後に積極的に活動しています。

アルバイトは可能ですか?Q
　放課後や土日の休日など、学業に支障のない範囲において
アルバイトをすることは可能です。

学校生活や授業への不安が生じた場合、
相談できる場所はありますか？

Q

　各科の担任や学生相談室（週１回放
課後／予約制）のカウンセラー（臨床
心理士）に相談することができます。

カウンセラー
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※駐車場も完備しております。

高松〈予讃線〉 → 丸亀駅［約40分］
琴平〈土讃線〉 → 丸亀駅［約23分］
岡山〈瀬戸大橋線・マリンライナー〉 → 坂出〈予讃線〉 → 丸亀駅［約55分］

丸亀コミュニティバス 垂水線〈左回り〉・ 綾歌宇多津線〈綾歌保健福祉センター・湯舟道行〉 → 
ポリテクカレッジ前下車 徒歩8分

■バスでお越しの方〈JR丸亀駅より〉

■JRでお越しの方

学務課 TEL（0877）24-6255
質問・疑問のあるとき、お気軽にお問い合わせください。スタッフが笑顔で対応いたします。

いつでも、何でも相談窓口

本校ではFacebookを利用した学生の学校生活・実習風景を随時配信中！
普段は見せない学生の素顔や授業風景を覗き見ちゃおう！
皆様からコメントも受付中！ぜひ「いいね」をクリックしてね！

配信中

ht tps : / /www. facebook .com/sh ikokunoka ida i

〒763-0093 香川県丸亀市郡家町3202番地／FAX （0877）24-6291

h t t p s : / / w w w 3 . j e e d . g o . j p / k a g a w a / c o l l e g e /

四国職業能力開発大学校
厚生労働省所管

■生産機械技術科
■電気エネルギー制御科
■電子情報技術科
■住居環境科

■生産機械システム技術科
■生産電気システム技術科
■生産電子情報システム技術科

四国能開大

お問い合わせ先

専門課程 応用課程

JR丸亀駅

市役所

丸亀城

セブンイレブン

ローソン

神社

マクドナルド 至高松

飯野山

114銀行
18

33

33

丸亀市立南中学校

至まんのう

高田酒店
池

三船病院

県立丸亀競技場
スシロー

至善通寺

GS善通寺I.C

高松自動車道

土
器
川

県
道
丸
亀
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好
線

11

案内看板

バス停

四国職業能力開発大学校
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